
 

 

 

 

 

 

保育体験へのご参加ありがとうございます。 

 6 月 13 日（土）親子ふれあい会で、保育体験をメイン  

に進めました。子どもたちを保育教諭目線で見てもらい、  

新たな発見をねらったものです。保育体験は、形は異なる  

場合がありますが、全国各地で取り組まれています。  

 本園は、「遊びは学び」子どもが主体的に「あ・そ・ぶ」教育 

・保育を実践しています。子どもの遊びの中の動きには、意味 

があります。遊びは、脳の発達、五感の形成、運動神経の向上 

必要な筋力取得など、大切な乳幼児期に、遊びで自らを、自分 

で形成しています。また、からだの機能ばかりではなく、自主 

性や発想力、挑戦する心など、このほかにも多くのことが身に 

ついていきます。それが、小学校以降の学びや生き方の基盤と 

なります。 

 その基盤づくりを支えるために、本園職員は、子どもたちの 

様子を観察しながら、子ども主体となるようアイデアを駆使し、 

教育・保育に取り組んでいます。 

同じ遊びでも、3歳児と 5歳児では意味が違います。子どもの発言や動きの意味を考え

ながら接していただきました。新たな見方で、発見があると、喜びも増えていきます。 

※83名の方々にアンケートのご協力をいただきました。アンケートの結果は、本ひし

のみ便りの 2枚目～8枚目に掲載します。 

田植え体験（佐賀農業高校にて） 

6月 17日にふたばこども園と合同で、田植え体験 

を行いました。まず始めに、小動物とのふれあいです。 

ウサギやモルモット、プードルなどの小動物を抱っこし 

たり餌をやったりして、生き物の暖かさを感じました。 

次に、ポニーの餌やり体験をしました。最初は怖が 

っていましたが、慣れてくると餌やりが上手になって 

きました。ポニーは 2頭いましたが、そのうち 1頭は、 

48歳と聞き、長生きするものだなと驚きました。 

次に、果樹園散策です。ブドウやイチジクなど栽培 

されていました。農業高校のお兄さんお姉さんに「ブ 

ドウはどこから食べた方が良いでしょう？」等のクイ 

ズを出題してもらい、楽しく散策しました。 

 最後に田植え体験。歓声を上げながら、上手に苗を 

植えていきました。 

 それぞれのコーナーで、安全に配慮して、また、子どもたちが興味を持つようにお世話

をしてくれた、佐賀農業高校のお兄さんお姉さんには、感謝の思いでいっぱいです。 

 今後、昨年は事情でできませんでしたが、稲刈り体験も予定しています。 

 

佐賀女子短期大学付属ひしのみこども園 

令和８年7月 8日 文責 園長 和泉 秀浩 

 

 

 

 



 
 

 

 

親子ふれあい会 アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 



 
 

 

 



 
 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 
 

 

 


